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081203 Shirahama 1mmCube自己紹介 その1

・岩石の空隙構造と物性との相関の解明
・空隙構造はＣＴを用いる、分解能は5μ

（大気圧下） （地下1000ｍ）



5μm

90μm
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自己紹介 その2

・空隙の3次元ネットワーク
・このルートを流体が移動
・移動の定量化手法の開発

・空隙の位置、寸法、数
・ネットワークの距離、数
・曲がり具合、最短経路



自己紹介 その3

・大気圧と地下では経路が異なる
・方向ごとの経路の数や面積、長さの違いが明瞭
・物性の異方性との相関を調べる
・数値計算にて検証



本日の発表内容

• 茨城県に神谷傳平衛ありー日本のパイオニア

• テロワール（terroir）とは

• ブドウと地質との関連―ブドウは適地を選ばず

• イタリア バローロのブドウ畑

• オーストリア ウィーンのブドウ畑



1903年 牛久醸造場 竣工 ボルドー似のテロワール？神谷傳兵衛 1856年生まれ

・茨城県では明治時代からヨーロッパ種ブドウを植えてきた実績がある



テロワールとは？

• 土壌および土壌を含むワインおよびブドウが栽培される環境全体
（土、水、空気、気象、栽培技術）を示す言葉―ワインの個性に通じ
る

• 国内におけるテロワールの違い‐気温と日照時間

• 土質の違い



（「空知ワインの振興に係わる基礎調査」より）



・テロワール その1 気温



・テロワール その2 日照



バローロのブドウ畑





バローロの地質露頭 浅海性堆積物 砂岩・泥岩の互層 マール



同じ品種・同じ圃場でも、土質の違いによってワインの風味は異なる。







宮崎県都農ワイナリー

• 火山灰起源の黒ボク土壌、台風、多雨（年間降雨量4000ミリ）との戦い

• 永友百二翁の折れない精神‐パイオニアの存在

• 栽培の工夫

• 国内ワインコンペでの入賞歴

• 火山噴火により地上に火山灰が積もり、その上に植物が茂る。枯れた植物は分解されて腐植となり、長
い時間をかけて黒ボク土を形成する。ローム層も火山灰を由来とするが、ローム層が形成された時代は
気候が冷涼だったため植物が分解されず、黒ボク土とは異なる土壌となった。

• 火山灰に含まれる活性アルミナと有機物が結合するため、日本国内の他の土壌と比べると有機物の含
有量が非常に多く、有機物の効力で植物に適した団粒構造をなす。ただしアルミナの影響でリン酸分の
吸着力が高いため、リン酸分が不足しやすく、施肥をおこなわないとやせた土壌となる。



（＊植原葡萄研究所ＨＰより）

・台木と土質との関連は重要！
・茨城県における代表的な土質に適した台木の選択が必要
・個人では時間がかかることから県（普及センター）として取り組みが必要
・ワインとしての評価を試しながら

・テロワール その3 台木



本日の結論

•茨城県のテロワール（風土）に合う、葡萄の種
類を見つけることができれば十分良いワインを
作ることができる。





・茨城県は農業県
・梨や栗の生産が盛ん
・将来はワイン用ブドウをリスト
アップしたい


